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本
で
も
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も
っ
と
も
古
く
か
ら
の
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
る
阿
蘇
氏
は
、
室
町
時
代
に
は
阿
蘇
大
社
の
大
宮

司
職
を
か
ね
た
肥
後
で
も
最
大
の
戦
国
大
名
で
あ
っ
た
。
最
盛
期
の
惟
豊
の
と
き
に
は
所
領
は
八
千
丁
に
及
ん

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
大
宮
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館
は
矢
部
浜
の
館
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
阿
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が
館
を
構
え
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の
が

い
つ
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
伝
説
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
大
宮
司
で
あ
っ
た
阿
蘇
惟
次
が
、

し
だ
い
に
広
が
っ
て
い
く
阿
蘇
神
領
を
う
ま
く
統
治
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
阿
蘇
山
麓
の
本
拠
で
は
肥

後
の
東
部
に
偏
り
す
ぎ
て
不
便
な
の
で
、
中
央
部
に
適
地
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
と
、
阿
蘇
大
神
に
祈
っ
て
白
羽

の
矢
を
放
っ
た
と
こ
ろ
、
矢
は
美
し
い
白
サ
ギ
が
飛
ん
で
行
く
か
の
よ
う
に
山
を
越
え
南
の
方
へ
飛
び
去
り
、

落
下
し
た
地
点
が
現
在
の
浜
で
あ
っ
た
と
い
う
。
以
来
、
代
灸
の
大
宮
司
は
こ
こ
に
定
住
し
た
。

館
を
守
る
た
め
愛
藤
寺
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と
岩
尾
城
莎
築
か
れ
た
。
岩
尾
城
は
通
潤
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
城

は
カ
メ
の
形
に
似
て
、
愛
藤
寺
城
は
ツ
ル
の
舞
う
姿
に
似
て
い
た
の
で
、
阿
蘇
氏
千
年
の
守
り
の
城
と
し
て
阿

蘇
亀
鶴
の
城
と
呼
ば
れ
た
。
二
つ
の
城
は
南
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朝
、
室
町
時
代
を
通
腫
て
し
ば
し
ば
戦
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
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の
館
は
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
、
阿
蘇
惟
長
と
阿
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豊
が
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弟
で
大
宮
司
職
を
奪
い
合
う
争
乱
に
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